
日時 令和５年８月２１日 (月)
９：３０～１５：３０

場所 せきてらす内「じゆうなひろま」
（関市平和通４丁目１２番地１）

対象 関市在住または
関市近郊の高校に通う高校生等

定員 ２０名（申込順）

イベント内容

〇 午前の部 ： フィールドワーク、ワークショップ

４チームに分かれ、各テーマに沿った観点で本町商店街を巡ります。
＜講師＞
環境心理学の視点から考える
～まち歩きとにぎわい創出～
合掌顕教授
（岐阜大学地域科学部）

医療の視点から考える
～住み続けたくなるまちの要素～
薬袋淳子教授
（岐阜医療科学大学看護学部）

〈お問い合わせ〉
関市役所 協働推進部 市民協働課（杉戸、古田）
☎ 0575-23-6751 mail：shiminkyodo@city.seki.lg.jp

〈共催〉関市 岐阜大学地域科学部 中部学院大学 岐阜医療科学大学 国際園芸アカデミー

昼食は各自で
ご用意ください

「関なかサーチ」とは？

岐阜県の中心にある「関市」の
まだ知られていない魅力を高校生の皆さんと
一緒に探す（サーチする）イベントです。
今回は、本町商店街でまちあるきを行います。

「関市についてもっと知りたい」
「大学ではどんなことが学べるのか聞きたい」
「本町商店街の将来像について考えてみたい」

という皆さん、大学の先生と一緒に本町商店街
を歩いて、新たな関を発見しませんか？

〈申込方法〉
右記のQRコードよりお申し込み
ください。申込期限：8月4日(金)

子ども学の視点から考える
～多世代が歩きたくなるアートなまち～
水野友有准教授
（中部学院大学人間福祉学部）

花と緑の視点から考える
～このまちでつくる・まもる・育てるもの～
今西良共学長
（国際園芸アカデミー造園緑化コース）

〇 午後の部 ： グループ発表

まちあるきを通して考えてたことについて、グループごとに発表します。

＜進行＞
三谷晋准教授
（岐阜大学地域科学部）
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